
 

 

火薬類関係の事故発生状況 

＜直近５年間（H30～R4）の事故発生状況＞ 

 
令和５年３月１４日 

産 業 保 安 グ ル ー プ 

鉱山・火薬類監理官付 

１． 重大事故の発生状況 

・ 平成 30 年から令和４年までの５年間における重大事故（※）は、Ｂ１級事故：９件が発
生（Ａ級事故：０件）。 

・ Ｂ１級事故の年別内訳は、平成 30 年４件、令和元年３件、令和２年１件、令和４年１
件（図１）。 

 
※重大事故：「産業保安事故対応マニュアル、火薬類事故対応 実施細目(令和 3 年 5月 20 日)」に規定するＡ級及びＢ１級事故。 

※H30 ～R2 の件数には、重大事故として「テレビ・新聞等の取扱い等により著しく社会的影響・関心が大きいと認められるもの」

を含めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「火薬類事故対応 実施細目（令和３年５月２０日～）」（抜粋） 

 （１）Ａ級事故 

① 死者５名以上のもの  

② 死者及び重傷者が合計して１０名以上であって、①以外のもの  

③ 死者及び負傷者が合計して３０名以上であって、①及び②以外のもの 

④ 爆発・火災等により大規模な建物又は構造物の破壊、倒壊、滅失等の甚大な物的被害（直接に生ずる物的被害の総額

が５億円以上）が生じたもの  

⑤ 大規模な火災等が進行中であって、大きな災害に発展するおそれがあるもの 

 （２）Ｂ１級事故 

① 死者１名以上４名以下のもの  

② 重傷者２名以上９名以下であって、①以外のもの  

③ 負傷者６名以上２９名以下であって、①及び②以外のもの  

④ 爆発・火災等により大規模な建物又は構造物の損傷等の多大な物的被害（直接に生ずる物的被害の総額が１億円以上、

５億円未満）が生じたもの 
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（件） 図１．重大事故の件数

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/gunpowder/files/20210525.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/gunpowder/files/20210525.pdf


 

※B1 級事故の一覧   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 重大事故中における人的被害の発生状況 

・平成 30 年に死者３名（煙火製造中２名、産業火薬消費中１名）・軽傷者１１名（煙火消
費中）の人的被害が発生。その後、令和元年から令和３年まで人的被害は発生しなかった
が、令和４年に、死者１名・軽傷者７名（産業火薬製造中）の人的被害が発生（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
取扱別 発生月 

発生 

場所 
死者数 

負傷者数 

(重／軽) 
事故概要 

■平成 30 年 

１ 
煙火 

製造中 
6 月 

静岡県 

浜松市 
２ ０／０ 

手筒花火の火薬を配合中、発火・爆発し、危険

工室２棟が延焼。従業員２名死亡。 

２ 
煙火 

消費中 
7 月 

岩手県 

二戸市 
０ ０／１ 

花火大会中、打上花火が地上開発し、付近にい

た高校生１名が火花による火傷で病院搬送。 

３ 
産業火薬

消費中 
8 月 

茨城県 

桜川市 
１ ０／０ 

採石場で火薬庫内の爆薬約１トンが爆発し、従

事者（火薬類取扱保安責任者）１名が死亡。周

辺住宅等１１５棟の窓ガラスも破損。 

４ 
煙火 

消費中 
10 月 

茨城県 

土浦市 
０ ０／１０ 

花火大会中、打上花火が地上開発し、付近にい

た観客１０名が火傷による軽傷。 

■令和元年 

１ 
煙火 

消費中 
7 月 

長野県 

飯田市 
０ ０／０ 

花火大会中、小型煙火の打上げ筒が倒れ、観客

方向に小型煙火が発射された。 

２ 
煙火 

消費中 
8 月 

東京都 

新宿区 
０ ０／０ 

スターマインの打上げ中、発射筒が横方向に倒

れ、この発射筒からの花火が隣接道路を飛び越

え開発し、観客が負傷（病院受診なし）。 

３ 
煙火 

消費中 
10 月 

茨城県 

土浦市 
０ ０／０ 

花火大会中、打上花火が地上開発し、観客３名

が負傷（病院受診なし）。 

■令和２年 

１ 
煙火 

消費中 
6 月 

北海道 

札幌市 
０ ０／０ 

打揚花火の残滓が山中に落下し、枯草約３２０

㎡を焼失。 

■令和３年 （※重大事故なし） 

■令和４年 

１ 
産業火薬 

製造中 
3 月 

宮崎県 

延岡市 
１ ０／７ 

火薬類の製造作業中、爆発が発生し、作業員１

名が死亡、周辺地区の４名を含む 7 名が軽傷。

周辺建物にも多数の被害（資料２参照）。 
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図２．重大事故の人的被害
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３． 令和４年に発生した火薬類の事故について 

 

・火薬類取締法第５２条第６項に基づき、都道府県知事等から報告のあった令和４年中に

発生した火薬類の事故は、現時点で５１件（Ｒ５．２末現在の暫定値であり、追加報告等

があった場合には変更となる可能性あり）。 

 

・このうち、Ａ級及びＢ１級の重大事故は、火薬類の製造時に発生したＢ１級の爆発事故１

件のみ（産業火薬）であり、これ以外の５０件は、いずれもＣ級事故。全事故件数に占め

るＣ級事故件数の割合は、新型コロナウイルス感染症が確認される前と大差なし。 

 

・具体的には、トンネル工事における発破後の飛石、火薬の廃棄処理中における爆発、有害

鳥獣駆逐用煙火使用中の破裂、花火大会における施設の焼損・枯草を焼く火災、がん具煙

火による火災・火傷など。結婚披露宴におけるがん具煙火使用に伴う事故も発生。 

 

・現在、公益社団法人全国火薬類保安協会にて、令和４年に発生した火薬類事故の原因及び

その対応策の整理を進めており、その結果については、都道府県及び関係団体等、関係機

関の協力を得つつ、関係事業者への周知を進める。 

 

・なお、全５１件の半数は煙火（花火）に係る事故であり、今春以降も花火大会の再開増が

予想されるため、打揚時の事故や火災発生防止について、周知徹底を図る。 

 

（火薬類取締法に基づき報告されたＣ級事故の例） 

 

 

 

 

 

 


